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を検討して本を選ぶことで、「売上の
上位何位までを発注」ではなく、一冊
一冊の本を純粋に選ぶことが出来、い
ろいろな発見があって良い勉強になっ
た、という感想を後日聞いた（本当に
ご苦労様でした）。
　そうこうしている内に、ようやく
課題になっていたコーナーのコンセ
プトが、シンプルに「地方出版を中心
に、日本全国都道府県別に本を集める
こと」と決まって、地方出版だけに限
定せず、いわゆる大手出版社の文庫・
新書などもひっくるめ、コンセプトに
合った面白そうな本を広く集めること
にした。これで、「書肆アクセス」、「郷
土史」・「地方史」コーナーとの差別化
を図れて、尚且つ、お客様にどう受け
容れていただけるか、という実験的な
意味合いも加わった。

お客様の郷愁にも訴えて、「ふるさと」
をネーミングに

　発注も済んで、商品も次々入荷して
来るが、肝心のコーナーの名前が決ま
らず、期限が迫っていた。「地方史」「地
方出版コーナー」では、如何にもその
ままだし、「書肆アクセス」のような、
何かいいネーミングが出来ないかと考
えた。コンセプトは、前述の通り「地
方出版を中心に、日本全国都道府県別
に本を集めること」なので、「ディス
カヴァリィ・ジャパン」「新日本紀行」
とか、どこかで聞いたような名前ばか
りが浮かんでは消えたが、結局「ふる
さと」という言葉が浮かんだ。ありふ
れて情緒的ではあるが、お客様の郷愁
にも訴えて、それが購買につながって
くれることも期待して、「棚」（本屋に
とっては「本」より多分に思想的で発
展的な言葉だと思う）をくっつけて、
「ふるさとの棚」に決定した。幸い、
売場の人間からも「ふるくさい」など
の反対意見もなく、まあまあのネーミ
ングだと思っている。

やりたいの？　と聞かれても、困った
なあ、という感じで迷っていた。
　とりあえず、ジュンク堂お得意（？）
の「とりあえずやってみる」方針で、
地方・小出版流通センターの川上社長、
担当の門野さんにご協力をお願いし、
了承を得て、2月上旬オープンを目指
し、動き始めた。

目録を取り寄せ選書、一冊一冊の本を
純粋に選ぶことが出来、発見が

　6階売場の、前田・満薗を担当に決
めて、7階人文書で展開していた「地
方史」の商品を移動してきて、それを
基に商品を追加発注して棚をつくるこ
とにした。各出版社の目録を取り寄せ
て選書し、発注する方法をとった。発
注期限は１月初旬、担当の２名にとっ
ては、労多く手間のかかる方法であっ
たが、以前の新規書店発注が、かつて
そうであったように、目録を読み内容

　今年2月4日から、ジュンク堂書店
新宿店6階に「ふるさとの棚」コーナー
をオープンした。このコーナー開設は、
言うまでもなく、「書肆アクセス」が
昨年 11月 17日に閉店したことが直
接のきっかけである。ジュンク堂の中
でも、書肆アクセスの閉店前から、残
念に思う人間が数多くいて、そういう
声が新宿店にコーナーをつくる後押し
となった。

コンセプトは…。ジュンク堂お得意
（？）の「とりあえずやってみる」

　ただ、コーナーをつくるに当たって
のコンセプトを決めるのには時間がか
かった。「書肆アクセス」の評判はよく
耳にしていたし、また「書肆アクセス」
に対する、お客様をはじめ、いろいろ
な方の思い入れを考えると、全く同じ
コンセプトでやることには多少の抵抗
があって、じゃあ一体どういうことが
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「ふるさとの棚」をオープン！
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新刊ダイジェスト ※価格は総額（税込）表示です。

　タイトルページを開くと、喫煙者と非喫煙者の
肺を比較した口絵のカラー写真が現れる。その色
の差に慄然とさせられるが、本書は専門的用語を
並べるお固い本ではない。著者は禁煙宣教師を自
任し、禁煙外来を開く医者。これまで来院した志
願者の７０％は禁煙に成功させたというが、まだ
満足はしていない。舌鋒鋭く、時にユーモアや皮
肉を交えながら、タバコの害をこれでもかと訴え

る。酒はこよなく愛するが、タバコは大嫌い。そ
の徹底ぶりは爽快である。逆転の発想で「喫煙
デー」を著者が提案すると11月31日と2月30
日になる (笑 )。喫煙者には耳の痛い内容だが、
禁煙率100%を目指し、奮闘する著者の情熱が伝
わってくる。
◆1470円・四六判・172頁・東京・蜜書房・
2008/1刊・ISBN978-4-903600-09-3

　2007年春、中国温家宝総理は、背番号35、立
命館大学硬式野球部のユニフォームをまとい、西
京極球場のマウンドに立った。始球式。左腕から
投じられた白球は不本意なワンバウンド。異例の
第二、第三投をダイレクトにキャッチャーミット
に投げ込んで微笑んだ。来日に当たり、周恩来が
愛した京都を訪問し、若い時に好きだった野球で
学生たちと交流することを望んだ温総理。背番号

は日中国交正常化35周年を記念してのものだっ
た。15分の予定が、心を通わせる35分となった。
「氷を解かす旅」を支えた両国政府の関係者、野
球部の松岡監督、スポーツウェア会社の職人たち。
感動のドキュメントである。
◆1995円・四六判・145頁・東京・日本僑報社・
2007/12刊・ISBN978-4-86185-058-5

　著者によれば、潮谷義子熊本県知事の、その人
間愛、郷土愛と不屈の信念に共感するあまり勝手
に書いたのが本書だという。全国に知れわたった
熊本県球磨川支流の川辺川ダム問題について、ダ
ム建設には大義がない（正当性がない)ことを様々
なデータを駆使して訴える著者らのダム建設反対
の活動に対し、知事は、郷土の人と自然を愛する
信念からあたたかく見守っている。

　そして健全で豊かな美しい川にとって、森林が
いかに大切な存在かを説いて本質に迫る。土にす
むミミズ1匹の大切さを話す知事の心と、「ハチ
ドリのひとしずく」すなわちたった１人の活動も
まとまれば、やがて大きな力になるという著者の
願いが呼応する。
◆1365円・四六判・208頁・福岡・海鳥社・
2008/1刊・ISBN978-4-87415-666-7

ジュンク堂各店との連携も

　準備を進めて行く中で、日本全国と
いえば、と思いついたのが、ジュンク
堂各店との連携である。ジュンク堂も
現在、北は秋田から南は鹿児島まで、
28店舗を構えている。各店では、著
者やら団体から直接仕入れて置いてい
る本が結構ある。それらの本を新宿店
に送ってもらい、「ふるさとの棚」に
並べればさらにおもしろくなるのでは
…。各店の協力を得て、各店おすすめ
の本を取り寄せて並べてみた。今後も、
○○店の店員が選書したフェアなど、
協力してもらう予定だ。
　また、普段鹿児島店や盛岡店を利用
してくださっているお客様が、東京に

来て新宿店に寄ってくださったとき、
新宿店に親しみを感じていただければ
と思って、各店の写真も壁に貼ってみ
た。自己満足の感は否めないが、地域
の中で単店として完結しがちなジュン
ク堂各店が、お客様に対しても、もち
ろん社内的にも意識してつながって行
くことは、チェーン店化したリアル書
店にはこれから重要になってくると思
う。
　現在、「ふるさとの棚」の商品構成は、
地方出版系とその他では、９対１ぐら
いの割合で、地方出版系に対して、そ
の他の本はスパイス的な存在になって
いる。最終的には、８対２ぐらいが良
いバランスになるのではないか。
「ふるさとの棚」を開設して、あらた

めて棚を眺めると、北海道から沖縄ま
で、たくさんの地方出版社があって、
たくさんの志で本が出版されているこ
とは、本当に貴重なことだと思う。そ
して、地方出版には、出版物らしい出
版物が本当に多く、それだけ真摯に
出版に向き合っている方が多いと感じ
る。
　昨今、出版業界において、経営面の
問題はますます大きくなっていて、「書
肆アクセス」の閉店にも時代の流れを
感じてしまうが、毎日、「ふるさとの棚」
に集まっている本を見て、本屋で本を
売ることに、あらためてこだわって行
くための元気をもらっている。
（なかむら　ようじ・ジュンク堂書店
新宿店）

『潮谷義子讃歌　－ミミズ 1匹の教え』●岐部明廣著

『ＷＥＮ　ＪＩＡＢＡＯ投手　背番号３５』●酒井茂孝・原駿健著

『自分の命に放火しないでください　－禁煙志願者募集中』●崎村泰斗著
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期間：2008年 3月 16日～ 4月 15日

［出荷センター扱い］※税込み価格

郵便販売のご注文方法

地
方
・
小
出
版
物
の
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
。
綴
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

(1)『ちびくろ・さんぼ３』1050円・瑞雲舎　(2)『ゆりちかへ』1365円・書肆
侃侃房　(3)『２１世紀の医食同源』1260円・ベターホーム出版局　(4)『大切な
食べものを無駄にしない本』840円・ベターホーム出版局　(5)『機能不全家族』
1600円・アートヴィレッジ　(6)『曼谷シャワー』1260円・平安工房　(7)『中
学生の正しい勉強法』1260円・瀬谷出版　(8)『屋上喫茶階』1680円・書肆侃侃
房　(9)『生きたい！！』1300円・リーブル出版　(10)『作っておくと、便利な
おかず』1260円・ベターホーム出版局　(11)『熊本城のかたち』2100円・弦書
房　(12)『創価新体制の行方』525円・仏教タイムス社　(13)『風の人　宮本常一』
2100円・みずのわ出版

▼  『ちびくろ・さんぼ３』が刊行
２００５年に第１話と第２話が復刊されて話
題となり、現在まで累計５０万部に達してい
る瑞雲舎の『ちびくろ・さんぼ』シリーズですが、
４月上旬に３が刊行されました。今回の３は
原作者ヘレン・バンナーマン氏の、絶版になっ
ている『リトル・ブラック・シリーズ』全６
作のうちの１つを下敷きにしており、はちみ
つをとりにでかけたジャングルで、主人公の
さんぼが毛糸玉を見つけるところから物語が
始まります。初版の１万部はほとんどなくなり、
現在増刷中とのこと。定価１０５０円。

▼『広告批評』が２００９年に休刊
すでに全国紙でも報道されましたが、来年４
月で創刊３０年を迎える月刊誌『広告批評』（マ
ドラ出版）がその記念号となる２００９年４
月号をもって休刊することとなりました。社主
の天野祐吉さんと編集兼発行人の島森路子さ
ん連名で最新号の巻末に掲載された『お知らせ』
によると、広告がマスメディア一辺倒からウェ
ブとの連携時代へ大転換期を迎えつつある時
代背景が区切りをつける大きな理由であるよ
うです。また新聞報道によると部数減や赤字
による休刊ではないとのこと。『広告批評』は
現在でも取次を介さない書店との直取引を大
事にし、発行部数は約２万５千部といいます。
センターでは創刊時の１９７９年から取扱を
始めています。

◎お名前、お届け先（郵便番号、住所）、
連絡先お電話番号、ご注文品の書誌名、
冊数の必要事項を明記のうえ、下記ま
でＦＡＸでご連絡ください。
◎送料は、冊子小包・メール便共実費
でお送りさせて頂きます。基本的にメー
ル便は、一冊２１０円でお送り致しま
す。（メール便の到着は、発送してから
３～４日かかります。）お急ぎの方、そ
の他ご要望がございます場合はお気軽
に下記までお問い合せ下さいませ。
◎なお書籍お買上総計（税抜き価格）
が5,000円以上の場合は、送料をサー
ビスさせて頂きます。
★地方・小出版流通センター
ＦＡＸ：０３－３２３５－６１８２

以下ホームページでも各種情報提供を行なっております。ご利用ください。
http://www.bekkoame.ne.jp/̃much/

ト  ピ  ッ  ク  ス ★★★

［三省堂書店神保町本店４Ｆ̶センター扱い図書］※センター出荷データより／税込み価格

［ジュンク堂書店新宿店̶センター扱い図書］※センター出荷データより／税込み価格

(1)『東京かわら版　寄席演芸年鑑０８年版　４月号合併号』630円・東京かわら版
　(2)『モツ煮狂い　第２集』504円・平成烏有堂　(3)『酒とつまみ　１０号』400
円・大竹編集企画事務所　(4)『昭和プロレスマガジン　１４号』1000円・昭和プロ
レス研究室　(5)『近代日本の植民地博覧会』3150円・風響社　(6)『熊本城のかたち』
2100円・弦書房　(7)『続・埼玉の城址３０選』1260円・埼玉新聞社　(8)『野宿野
郎　別冊』500円・野宿野郎　(9)『あなたが「最近ブックオフに行かなくなった理由」
を考える』210円・出版評論社　(10)『ＨＢ　０３』500円・ＨＢ編集部

(1)『広告批評　Ｎｏ．３２５』590円・マドラ出版　(2)『子どもと昔話　Ｎｏ．３５』
830円・小澤昔ばなし研究所　(3)『東京かわら版　Ｎｏ．４１１』630円・東京かわ
ら版　(4)『モツ煮狂い　第２集』504円・平成烏有堂　(5)『Ｂｏｎ　Ａｐｐｅｔｉｔ３』
550円・ＢｏｎＡｐｐｅｔｉｔ編集部　(6)『ｎｏｂｏｄｙ　ＩＳＳＵＥ２７』945円・
ｎｏｂｏｄｙ編集部　(7)『インターネットはいかに知の秩序を変えるか？』2520円・
エナジクス　(8)『屋上喫茶階』1680円・書肆侃侃房　(9)『ａｎｍｉｔｓｕ　ｂｏｏｋ』
680円・フリースタイル　(10)『Ａｒｉ　ｖｏｌ．１』490円・シャンタンジーン　(11)
『Ｌｉｌｌｙ』4725円・アートビートパブリッシャーズ

売行良好書


